
令和２年度

山形県立博物館

博物館講座④
本講座は当館の館長や職員による、各専門分野の調査・研究の成果をわかりやすく

紹介します。加えて、外部研究機関の協力を得て、それぞれ独立したテーマ・内容で、
幅広く多様なニーズに応じた生涯学習の機会を提供します。

日 時 令和３年１月23日(土)
13:30〜15:00

会 場 山形県立博物館 講堂

題・講師「 100年前のパンデミック
－スペイン風邪と山形県－ 」

講師／川内 淳史 氏（東北大学災害国際研究所 准教授）

内容
今から100年前の1918年～20年、「スペイン風邪」（スペイン・インフルエンザ）の
世界的流行（パンデミック）の発生により、日本国内でも2000万人以上の感染者、
また40万人の死者が出たとされています。これほどまで大きな被害を出しながら、
一方では「忘れられたパンデミック」と形容され、その実態については事実の掘り
起こしが必要な状況です。新型コロナウイルスのパンデミック下にある現在、山形
県内を中心とした、スペイン風邪の経験を振り返ってみたいと考えています。

（講師より）

お問い合わせ 山形県立博物館 学芸課 TEL：023-645-1111
URL：http://www.yamagata-museum.jp

※当館ＨＰから事前申込が必要。（先着２０名程度。１２月２４日（木）～１月２０日（水）の
期間に、当館ＨＰの申込フォームからお申込みください。ただし、年末年始休業中（12月
28日～１月4日に申し込まれた方の返信については、１月５日以降にいたします。）

※展示をご覧になる場合は
入館料が必要です。

※新型コロナウイルス感染拡大等により、本講座を急に変更する場合があります。あらかじめご了承ください。詳細はＨＰをご覧ください。


